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松
本
会
長

冒
頭
、
松
本
会
長
は
、
９

月
17
日
に
公
表
し
た
「
令
和

７
年　

診
療
所
の
緊
急
経
営

調
査
」
の
結
果
に
改
め
て
言

及
し
た
。
（
１
）
診
療
所
の

直
近
の
経
営
状
況
は
減
収
減

益
で
、
前
年
度
か
ら
大
幅
に

悪
化
し
て
い
る
、
（
２
）
診

療
科
別
の
利
益
率
は
、
全
て

の
診
療
科
で
悪
化
し
て
い

る
、
（
３
）
地
域
別
の
利
益

率
も
、
医
業
利
益
率
、
経
常

利
益
率
共
に
大
都
市
か
ら
中

都
市
、
小
都
市
、
町
村
ま
で
、

い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も

低
下
し
て
い
る
、
（
４
）
決

算
期
が
直
近
に
な
る
ほ
ど
利

益
率
が
低
く
、
経
営
環
境
の

悪
化
が
顕
著
に
進
ん
で
い

る
、
（
５
）
近
い
う
ち
に
廃

業
を
考
え
る
診
療
所
は
約

14
％
に
も
及
ん
で
い
る

─

状
況
を
説
明
。
ま
た
、
「
診

療
所
だ
け
で
な
く
病
院
に
つ

い
て
も
、
特
に
減
益
が
激
し

い
状
況
で
あ
り
、
地
域
医
療

支
援
病
院
の
よ
う
な
大
き
な

病
院
で
す
ら
、
診
療
休
止
に

至
る
例
が
出
て
き
て
い
る
」

と
危
機
感
を
示
し
た
。

医
療
機
関
を
危
機
的
な
経

営
状
況
に
追
い
込
む
事
態
を

招
い
て
い
る
の
は
、
「
令
和

６
年
度
改
定
に
お
い
て
、
令

和
７
年
度
の
対
応
が
不
十
分

で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え

る
」
と
指
摘
。
一
定
の
考
慮

が
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
医

療
経
済
実
態
調
査
（
以
下
、

実
調
）
な
ど
の
デ
ー
タ
を
基

に
議
論
で
き
る
１
年
目
と
異

な
り
、
２
年
目
は
推
計
値
で

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
、
「
特
に
今
般
の
よ
う

に
物
価
・
賃
金
等
が
急
激
に

高
騰
し
て
い
る
中
で
は
、
結

果
と
し
て
全
く
も
っ
て
不
十

分
な
対
応
と
な
っ
て
い
る
」

と
訴
え
た
。
そ
の
上
で
、
令

和
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

前
に
期
中
改
定
も
必
要
と
さ

れ
て
い
る
深
刻
な
状
況
で
あ

り
、
補
助
金
と
診
療
報
酬
の

両
面
か
ら
の
早
急
な
対
応
を

求
め
る
姿
勢
を
改
め
て
示
し

た
。次

期
診
療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
は
、
「
今
後
も
物
価
・

賃
金
等
が
上
昇
し
続
け
て
い

は
物
価
が
上
が
れ
ば
増
え
、

「
保
険
料
（
共
助
）」
は
人
件

費
が
上
が
れ
ば
料
率
は
そ
の

ま
ま
で
も
収
入
は
増
え
る
点

に
も
触
れ
た
上
で
、「
『
経
済

成
長
の
果
実
』
を
活
用
し
、

〝
真
水
〟
に
よ
る
思
い
切
っ

た
緊
急
的
な
対
策
が
必
要

だ
」
と
強
調
し
た
。

物価

物価

賃金

賃金

図　次期診療報酬改定における賃金・物価への対応（高齢化・医療の高度化への対応は別途必要）

②２年目の分を２年目に確実に上乗せする改定

２
年
目
の
推
計
値
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含
め
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準
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２年目の物価・
賃金の半分

２年目は実調の調査から３年ずれることから、物価・賃金が大きく上昇した
場合には、それに応じて適切に対応する新たな仕組みの導入の検討を明確化

２年目の分は物価・賃金それぞれ基本診療料を中心に
機動的に上乗せする新たな仕組みを導入し明確化

「骨太の方針2025」では、
5.26％として目安の数字
が示されている

く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
、
次

期
改
定
で
は
改

定
２
年
目
に
つ

い
て
も
大
胆
な

対
応
を
求
め

る
。
ま
ず
は
次

の
改
定
ま
で
の

２
年
間
を
し
っ

か
り
と
想
定

し
、
対
応
で
き

る
改
定
を
行
う

こ
と
が
大
切

だ
」
と
主
張
。

今
回
行
わ
れ
た

第
25
回
実
調
に

関
し
て
は
、「
令

和
５
、
６
年
度

に
つ
い
て
回
答

す
る
も
の
で
あ

り
、
改
定
年
の

令
和
８
年
か
ら

は
２
年
、
改
定

２
年
目
の
令
和

９
年
か
ら
は
３

年
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ

る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
昨

今
の
急
激
な
イ
ン
フ
レ
下
で

は
、
議
論
の
進
め
方
や
対
応

を
柔
軟
に
変
え
て
い
く
必
要

が
出
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
投
げ
掛
け
た
。

更
に
、
財
務
省
は
イ
ン
フ

レ
下
で
あ
っ
て
も
先
行
き
が

不
確
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

改
定
へ
の
対
応
は
極
め
て
抑

え
た
形
に
し
よ
う
と
す
る
た

め
、
特
に
改
定
２
年
目
に
は

昨
今
の
イ
ン
フ
レ
状
況
で
大

き
な
乖か

い

り離
が
生
じ
る
可
能
性

が
高
い
と
し
、「（
こ
の
乖
離

が
）
今
年
実
際
に
生
じ
て
お

り
、
大
変
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
物
価
・
賃
金
が
大
き
く

上
昇
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ

に
応
じ
て
適
切
に
対
応
す
る

新
た
な
仕
組
み
の
導
入
の
検

討
を
明
確
化
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
し
、
二
つ
の
対
応

案
を
提
示
（
図
）
。

具
体
的
に
は
、
①
２
年
目

は
実
調
の
調
査
か
ら
３
年
ず

れ
る
こ
と
か
ら
、
物
価
・
賃

金
が
大
き
く
上
昇
し
た
場
合

に
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
適
切

に
対
応
す
る
新
た
な
仕
組
み

の
導
入
の
検
討
を
明
確
化
す

る
（
次
の
改
定
ま
で
の
２
年

間
を
し
っ
か
り
と
考
慮
し
た

改
定
水
準
と
す
る
）
②
２
年

目
の
分
は
物
価
・
賃
金
そ
れ

ぞ
れ
を
、
基
本
診
療
料
を
中

心
に
機
動
的
に
上
乗
せ
す
る

新
た
な
仕
組
み
を
導
入
し
明

確
化
す
る
（
２
年
目
の
分
を

２
年
目
に
確
実
に
上
乗
せ
す

る
改
定
と
す
る
）

─
が
考

え
ら
れ
る
と
し
た
。

最
後
に
、
松
本
会
長
は
令

和
７
年
度
補
正
予
算
で
の
対

応
、
令
和
８
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
い
ず
れ
に
つ
い
て

も
、
あ
く
ま
で
財
源
を
純
粋

に
上
乗
せ
す
る
〝
真
水
〟
に

よ
っ
て
対
応
す
る
重
要
性
に

言
及
。
こ
れ
ま
で
十
数
年
間

に
わ
た
っ
て
、
「
財
源
の
適

正
化
」
と
い
う
名
の
下
で
医

療
費
が
削
ら
れ
続
け
て
き
た

経
緯
を
振
り
返
っ
た
上
で
、

「
医
療
機
関
の
経
営
は
余
裕

な
ど
な
く
ギ
リ
ギ
リ
で
、
適

正
化
等
の
名
目
に
よ
り
、
医

療
費
の
ど
こ
か
を
削
っ
て
財

源
を
捻
出
す
る
方
法
で
こ
れ

以
上
医
療
費
が
削
減
さ
れ
れ

ば
、経
営
は
成
り
立
た
な
い
」

と
主
張
。
「
税
収
（
公
助
）」

　松本吉郎会長は10月1日の定例記者会見で、最近の医療機関の窮状
を踏まえ、令和8年度診療報酬改定について、「今後も物価・賃金等が
上昇し続けていくことが予想される中、次期改定では改定2年目につい
ても大胆な対応を求める。まずは次の改定までの2年間をしっかりと想
定し、対応できる改定を行うことが大切だ」と表明。物価・賃金が大
きく上昇した場合に、それに応じて適切に対応する新たな仕組みの導
入の検討を明確化する必要性などを強調した。
　また、「高齢化・医療の高度化への対応については別途必要なことは
当然である」と主張した。



日 医 ニ ュ ー ス 第1537号（2）令和7年10月20日〔第3種郵便物認可〕

第
１
６
０
回
日
本
医
師
会

臨
時
代
議
員
会
が
10
月
４

日
、
定
数
３
８
０
名
の
代
議

員
の
う
ち
３
６
６
名
の
出
席

の
下
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
開
催

さ
れ
、
副
会
長
に
福
田
稠
熊

本
県
医
師
会
長
を
選
任
・
選

定
し
た
他
、
理
事
に
蓮
澤
浩

明
福
岡
県
医
師
会
長
を
選
任

し
た
。
両
名
共
に
、
任
期
は

本
年
10
月
４
日
か
ら
令
和
７

年
度
に
関
す
る
定
例
代
議
員

会
終
結
の
時
ま
で
と
な
る
。

今
回
の
臨
時
代
議
員
会

は
、
釜

敏
副
会
長
並
び
に

福
田
稠
理
事
よ
り
、
10
月
３

日
付
で
の
辞
任
届
が
提
出
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
開
催

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

辞
任
届
が
提
出
さ
れ
た

後
、
日
本
医
師
会
で
は
９
月

１
日
に
「
日
本
医
師
会
副
会

長
の
補
欠
選
任
・
選
定
及
び

理
事
の
選
任
に
関
す
る
公

示
」
を
行
い
、
立
候
補
者
を

公
募
。
９
月
13
日
午
後
５
時

を
も
っ
て
締
め
切
り
、
副
会

長
（
定
数
１
）
に
は
福
田
熊

本
県
医
会
長
か
ら
、
理
事
（
定

数
１
）
に
は
蓮
澤
福
岡
県
医

会
長
か
ら
立
候
補
届
出
が
出

さ
れ
て
い
た
。

当
日
は
柵
木
充
明
日
本
医

師
会
代
議
員
会
議
長
の
開
会

宣
言
に
引
き
続
き
、
佐
藤
和

宏
日
本
医
師
会
代
議
員
会
副

議
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

議
席
の
指
定
、
定
足
数
の
確

認
が
な
さ
れ

た
後
、
松
本

吉
郎
会
長
か

ら
あ
い
さ
つ

が

行

わ

れ

た
。松

本
会
長

は
、
先
の
参

議
院
議
員
選

挙
に
お
い
て

釜

副
会
長

を
国
政
に
送

り
出
す
こ
と

が
で
き
た
こ

と
に
対
し
て

感
謝
の
意
を

表
明
。
そ
の

上
で
、
（
１
）

釜

副
会
長
に
は
今
後
、
国

政
の
場
に
お
い
て
、
議
員
活

動
に
専
念
し
て
も
ら
う
た

め
、
そ
の
後
任
と
な
る
副
会

長
を
選
任
・
選
定
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
、
（
２
）

副
会
長
の
補
選
実
施
に
当
た

り
、
福
田
理
事
か
ら
辞
任
届

が
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
後
任
を
併
せ
て
選
任
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た

─
こ
と
を
説
明
。
代
議
員

に
対
し
て
、
慎
重
な
審
議
を

求
め
た
。

そ
の
後
は
、
「
第
１
号
議

案　

日
本
医
師
会
副
会
長
補

欠
選
任
・
選
定
の
件
」
「
第

２
号
議
案　

日
本
医
師
会
理

事
選
任
の
件
」
が
一
括
上
程

さ
れ
、
松
本
会
長
が
提
案
理

由
を
説
明
。
両
案
は
い
ず
れ

も
過
半
数
を
超
え
る
代
議
員

の
賛
成
を
得
て
承
認
さ
れ
、

福
田
熊
本
県
医
会
長
が
副
会

長
候
補
者
た
る
理
事
と
し
て

選
任
さ
れ
る
と
と
も
に
副
会

長
と
し
て
選
定
さ
れ
、
蓮
澤

福
岡
県
医
会
長
が
理
事
と
し

て
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。続

い
て
、
新
役
員
の
紹
介

が
行
わ
れ
、
最
後
に
松
本
会

長
が
慎
重
な
審
議
の
上
、
承

認
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
意

を
示
し
た
上
で
、
今
後
も
執

行
部
一
丸
と
な
っ
て
会
務
運

営
に
努
め
て
い
く
考
え
を
示

し
、
臨
時
代
議
員
会
は
終
了

と
な
っ
た
。

引
き
続
き
、
第
７
回
理
事

会
が
行
わ
れ
、
協
議
事
項
と

し
て
提
出
さ
れ
て
い
た
「
役

員
順
位
の
件
」
並
び
に
「
日

本
医
師
会
執
行
部
職
務
分
担

の
件
」
が
提
案
ど
お
り
、
承

認
さ
れ
た
。

な
お
、
福
田
副
会
長
は
釜

前
副
会
長
の
職
務
を
そ
の

ま
ま
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な

り
、
具
体
的
に
は
、
医
療
政

策
、
医
療
保
険
、
税
制
、
医

療
機
関
経
営
、
勤
務
医
、
病

院
、
会
員
福
祉
、
医
師
国
保
、

在
宅
医
療
、
図
書
館
、
医
療

関
係
職
種
、小
児
在
宅
ケ
ア
、

生
命
倫
理
、
精
度
管
理
、
感

染
症
危
機
管
理
対
策
・
予
防

接
種
、
周
産
期
、
乳
幼
児
保

健
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

副
会
長

理
事

福
ふく

田
だ

 　稠
しげる

蓮
はす

澤
ざわ

 浩
ひろ

明
あき

熊本県出身、久留米大卒、熊本市医副会長・
会長を経て、平成22年より熊本県医会長。
平成24年より１期、平成28年より１期、
日医理事を務めた後、令和６年より三度
目の日医理事を務めていた。産婦人科

福岡県出身、久留米大卒、大牟田医会長、
福岡県医副会長を経て、令和４年より福
岡県医会長。精神神経科

79
熊本

77
福岡

第160回日本医師会臨時代議員会

副会長に福田熊本県医会長を選任・選定、
                         理事に蓮澤福岡県医会長を選任

将来の進路選択に迷う
医学生などに向けた動画を制作

　日本医師会はこのほど、動画「進路に悩むあなたへ　先輩医師に聞きました　
医学生のためのキャリアインタビュー」を制作し、９月19日に公式YouTube
チャンネルで公開しました。
　本動画は、将来、医師としてどのような道に進めばよいのか、迷っている医
学生の皆さんに、先輩医師達がなぜ今の道を選んだのか、その理由などを語っ
てもらうことで、少しでも進路選択の参考にして頂ければとの思いから制作し
たもので、第１弾となる今回の動画には松本吉郎日本医師会長が登場していま
す。
　動画の中で松本会長は、
　・どうして今の診療科を選んだのか
　・形成外科のどういったところに魅力を感じたのか
　・皮膚科も学び始めたきっかけ
　・開業しようと思ったのはいつ頃か
　・医師会活動を始めたのはいつで、どのようなことがきっかけだったのか
　・会長としてどんな仕事をしているのか
　・診療はもうしていないのか
　・医師として大切にしていること
　・医学生や若手医師にとって医師会はどんな存在と思うか
などの質問に回答。最後には医学生に向けたメッセージとして、「医師になろう
とした気持ちを忘れないで欲しい」と呼び掛けています。
　動画のタイトルは「医学生のための」となっていますが、研修医
の皆さんや今後医師を目指す方達にとっても参考となる動画となっ
ていますので、ぜひ、多くの方々にご覧頂ければ幸いです。
　なお、日本医師会では今回の動画をシリーズ化し、今後もさまざ
まな先輩医師に登場して頂く予定としています。 動画は
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日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能

研
修
制
度　

令
和
７
年
度
応

用
研
修
会
（
第
１
回
）
が
９

月
21
日
、
日
本
医
師
会
館
大

講
堂
で
開
催
さ
れ
、
31
都
道

府
県
医
師
会
の
受
講
会
場
に

も
同
時
中
継
さ
れ
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松
本

吉
郎
会
長
は
、
本
研
修
制
度

が
10
年
目
を
迎
え
、
応
用
研

修
会
の
延
べ
受
講
者
数
が
７

万
２
２
４
４
名
と
な
っ
た
こ

と
に
触
れ
、
「
こ
の
数
字
は

日
本
全
国
の
医
師
が
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
、
患
者
・
国

民
を
支
え
た
い
と
い
う
熱
意

の
下
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
努
力
し
て
き
て
い
る
こ

と
の
証
で
あ
る
」
と
強
調
。

今
後
も
、
患
者
や
地
域
の
医

療
・
介
護
・
福

祉
に
貢
献
し
続

け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
本

研
修
制
度
の
充

実
を
図
り
、
よ

り
一
層
尽
力
し

て
い
く
考
え
を

示
し
た
。

続
い
て
、
６

題
の
講
義
が
行

わ
れ
た
。

講
義
１
「
肝

臓
病
の
診
断
と

治
療
」
で
は
、

竹
原
徹
郎
関
西

労
災
病
院
長
が

「
日
常
診
療
で

見
逃
さ
な
い
肝
臓
病
の
重
要

ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て
、
日

頃
の
診
療
で
頻
度
の
高
い
肝

疾
患
に
つ
い
て
、
診
療
の
ポ

イ
ン
ト
や
注
意
点
な
ど
を
解

説
。
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
異
常
が
見
ら

れ
た
際
に
は
、
ま
ず
は
急
性

か
慢
性
か
、
次
に
ウ
イ
ル
ス

性
か
非
ウ
イ
ル
ス
性
か
を
常

に
意
識
し
、
適
切
な
検
査
と

経
過
を
診
る
こ
と
が
重
要
」

と
強
調
す
る
と
と
も
に
、
薬

物
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
よ
る

肝
障
害
に
つ
い
て
も
注
意
を

要
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
脂
肪
肝
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
３
年
か
ら
疾
患

概
念
が
大
き
く
変
更
さ
れ
た

こ
と
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
肝
硬
変
・
肝
が
ん
へ
の

リ
ス
ク
を
評
価
す
る
線
維
化

マ
ー
カ
ー
の
う
ち
、
一
般
の

臨
床
に
お
い
て
、
年
齢
・
Ａ

Ｓ
Ｔ
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
血
小
板
数

を
用
い
て
計
算
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｂ

─

４
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
参
考

に
な
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

講
義
２「
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）
の
診
断
と
治
療
」
で

は
、
成
田
一
衛
新
潟
県
健
康

づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

セ
ン
タ
ー
長
が
、
「
か
か
り

つ
け
医
に
お
け
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診

療
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て
、

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の

診
断
・
治
療
と
地
域
医
療
に

お
け
る
連
携
に
つ
い
て
詳
説

し
た
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、

（
１
）
個
別
の
疾
患
名
で
は

な
く
概
念
で
あ
り
、
心
血
管

病
や
腎
不
全
の
重
要
な
リ
ス

ク
因
子
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
、
（
２
）
日
本
で
は
成

人
の
約
５
人
に
１
人
、
65
歳

以
上
で
は
４
人
に
１
人
が
Ｃ

Ｋ
Ｄ
と
さ
れ
、
か
か
り
つ
け

医
が
日
常
的
に
遭
遇
す
る
頻

度
が
高
い

─
こ
と
な
ど
を

説
明
。

診
断
に
当
た
っ
て
は
Ｇ
Ｆ

Ｒ
の
低
下
や
蛋
白
尿
・
血
尿

の
有
無
を
確
認
し
、
３
カ
月

を
超
え
て
腎
臓
に
異
常
が
あ

れ
ば
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
診
断
で
き
る

と
し
た
他
、
重
症
度
は
原
疾

患
・
Ｇ
Ｆ
Ｒ
区
分
・
蛋
白
尿

区
分
を
組
み
合
わ
せ
て
評
価

す
る
と
し
て
、
専
門
医
へ
の

紹
介
は
、
日
本
腎
臓
学
会
に

よ
る
紹
介
基
準
を
参
照
し
て

早
め
に
対
応
す
る
こ
と
を
求

め
た
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
に

お
い
て
は
、
血
圧
管
理
、
減

塩
・
禁
煙
を
中
心
と
し
た
生

活
習
慣
指
導
、
脂
質
異
常
症

等
の
是
正
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
ス
テ
ー

ジ
Ｇ
４
以
降
の
糖
尿
病
関
連

腎
臓
病
に
対
す
る
薬
物
療
法

に
お
い
て
禁
忌
と
な
っ
て
い

る
一
部
の
経
口
血
糖
降
下
薬

（
Ｓ
Ｕ
薬
な
ど
）
の
回
避
が

あ
る
と
し
た
上
で
、
「
腎
疾

患
管
理
は
脳
心
腎
連
関
の
観

点
か
ら
全
身
管
理
に
直
結
す

る
た
め
、
早
期
発
見
と
リ
ス

ク
評
価
の
た
め
に
定
期
的
な

検
尿
と
、
適
切
な
専
門
医
紹

介
が
予
後
改
善
に
不
可
欠
で

あ
る
」
と
強
調
し
た
。

講
義
３
「
高
齢
者
肺
炎
の

治
療
と
多
職
種
連
携
」で
は
、

海
老
原
覚
東
北
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科
臨
床
障
害
学

分
野
教
授
が
そ
の
重
要
性
を

概
説
。
肺
炎
は
か
か
っ
た
場

所
に
よ
り
「
市
中
肺
炎
」「
院

内
肺
炎
」
「
医
療
・
介
護
関

連
肺
炎
」
に
分
類
さ
れ
る
が
、

２
０
１
７
年
に
三
つ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
統
合
さ
れ
、
２

０
２
４
年
に
改
訂
さ
れ
た

『
成
人
肺
炎
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
』
が
標
準
と
さ
れ
て
い

る
と
し
た
。

診
療
に
当
た
っ
て
は
、
ま

ず
病
原
微
生
物
の
同
定
、
患

者
背
景
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

更
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ
や
意
思
を
考
慮

し
た
治
療
選
択
が
重
要
に
な

る
と
し
、
特
に
、
微
生
物
検

査
に
は
培
養
や
抗
原
検
出
、

遺
伝
子
検
査
が
用
い
ら
れ
る

が
、
臨
床
症
状
や
画
像
所
見

を
踏
ま
え
た
総
合
的
判
断
が

必
要
に
な
る
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
重
症
度
判
定
に
つ

い
て
は
肺
炎
重
症
度
ス
コ
ア

（
Ａ
─

Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
）
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
が
、
敗
血
症
の
可

能
性
に
関
し
て
はQuick 

SOFA

な
ど
で
評
価
す
る
必
要

が
あ
る
と
説
明
し
た
他
、
治

療
に
当
た
っ
て
は
細
菌
性
肺

炎
と
非
定
型
肺
炎
の
鑑
別
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

非
定
型
肺
炎
は
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
レ
ジ

オ
ネ
ラ
が
主
因
で
、
β
ラ
ク

タ
ム
系
抗
菌
薬
が
無
効
な
た

め
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
や
テ
ト

ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
等
が
有
効

に
な
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

更
に
、
誤
嚥
性
肺
炎
に
関

し
て
は
い
ず
れ
の
分
類
の
肺

炎
で
も
起
こ
り
得
る
点
を
強

調
し
、
加
齢
に
伴
う
嚥
下
機

能
低
下
や
免
疫
機
能
低
下
が

背
景
に
あ
る
が
、
診
療
に
当

た
っ
て
は
、
摂
食
嚥
下
機
能

低
下
の
問
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
し
、
食

事
の
工
夫
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
多
職
種
に
よ
る
摂
食
嚥

下
の
対
策
と
支
援
が
重
要
で

あ
る
と
し
た
。

講
義
４
「
か
か
り
つ
け
医

に
必
要
な
骨
粗
鬆
症
へ
の
対

応
」
で
は
、
井
上
大
輔
帝
京

大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
病
院
長
／
第
三
内
科
学
講

座
主
任
教
授（
内
分
泌
代
謝
）

が
、
「
診
断
の
コ
ツ
と
治
療

の
実
際
～
骨
粗
鬆
症
の
予
防

と
治
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２

０
２
５
も
ふ
ま
え
て
～
」
と

題
し
て
、
骨
粗
鬆
症
は
骨
密

度
の
低
下
と
骨
質
の
劣
化
に

よ
り
、
特
に
閉
経
後
の
女
性

に
多
く
発
症
す
る
疾
患
で
、

60
代
以
上
は
椎
体
、
70
代
以

上
は
大
腿
骨
近
位
部
の
骨
折

が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
と

指
摘
。
更
に
、
椎
体
骨
折
は

半
分
以
上
が
不
顕
性
で
あ

り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
の
確
認

が
重
要
に
な
る
と
し
た
上

で
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
低

下
を
招
く
要
因
の
一
つ
で
も

あ
る
同
疾
患
の
最
大
の
治
療

目
標
は
、
健
康
寿
命
の
伸
長

と
い
う
面
か
ら
も
、
「
骨
折

予
防
」
に
な
る
こ
と
を
強
調

し
た
。

ま
た
、
骨
粗
鬆
症
は
必
ず

し
も
整
形
外
科
領
域
に
限
ら

れ
る
疾
患
で
は
な
く
、
糖
尿

病
等
の
生
活
習
慣
病
も
リ
ス

ク
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、

骨
に
も
着
目
す
る
治
療
が
日

常
診
療
に
お
い
て
重
要
と
の

認
識
を
示
し
た
。
そ
の
他
、

骨
粗
鬆
症
の
治
療
薬
の
選
択

肢
は
大
幅
に
増
え
た
も
の

の
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
の

発
生
率
は
、
高
齢
化
の
進
行

に
よ
り
約
30
年
に
わ
た
っ
て

改
善
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

を
報
告
し
た
。

そ
の
上
で
、
骨
粗
鬆
症
の

診
断
の
基
本
は
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
と
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
い
た
戦
略
的
な
薬
物
療
法

を
徹
底
し
、
治
療
開
始
時
点

か
ら
３
年
で
ゴ
ー
ル
を
目
指

す

G
o
a
l
-
D
i
r
e
c
t
e
d 

Treatment

（
ゴ
ー
ル
志
向

治
療
）
を
選
択
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
し
、
必
要
に
応

じ
て
専
門
医
へ
の
紹
介
を
求

め
た
。

講
義
５
「
か
か
り
つ
け
医

と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

連
携
」
で
は
、
木
下
翔
司
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
講
座
講

師
が
、
２
０
４
０
年
頃
に
65

歳
以
上
の
人
口
の
ピ
ー
ク
が

到
来
し
、
医
療
と
介
護
の
ニ

ー
ズ
の
複
合
化
や
障
害
者
の

高
齢
化
に
よ
り
、
マ
ル
チ
モ

ビ
デ
ィ
テ
ィ（
多
疾
患
併
存
）

へ
の
対
応
の
必
要
性
が
高
ま

る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
上

で
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
維
持
の
た
め

に
も
し
っ
か
り
と
し
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
が

必
要
に
な
る
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
は
（
１
）
急
性
期
、

（
２
）
回
復
期
、（
３
）
生
活

期

─
に
大
別
さ
れ
る
と
し

て
、
各
期
の
役
割
に
つ
い
て

概
説
。（
１
）
で
は
、「
早
期

離
床
・
早
期
リ
ハ
に
よ
る
廃

用
症
候
群
の
予
防
」
が
重
要

に
な
る
と
し
た
他
、
（
２
）

で
は
、
主
に
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
回
復

を
目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
主
眼
が
置
か

れ
、
こ
こ
で
の
治
療
を
経
て

自
宅
ま
た
は
施
設
へ
と
移
る

と
し
、
こ
こ
ま
で
は
主
に
医

療
保
険
の
適
用
を
受
け
る
と

し
た
。
更
に
、
（
３
）
に
つ

い
て
は
介
護
保
険
の
適
用
と

な
り
、リ
ハ
職
の
み
な
ら
ず
、

多
職
種
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

る
生
活
機
能
の
維
持
・
向

上
、
自
立
生
活
の
推
進
、
介

護
負
担
の
軽
減
及
び
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
向
上
が
主
目
的
と
な
る
と

し
た
。

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
と
か
か
り
つ
け
医
の
連

携
に
つ
い
て
、
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た

事
例
を
中
心
に
、
制
度
面
に

も
触
れ
な
が
ら
、
実
践
内
容

に
つ
い
て
紹
介
。
医
療
・
介

護
・
障
害
福
祉
の
連
携
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。講

義
６
「
事
例
検
討
～
在

宅
医
療
に
お
け
る
連
携
／
認

知
症
を
含
む
マ
ル
チ
モ
ビ
デ

ィ
テ
ィ
へ
の
取
組
～
」
で
は
、

ま
ず
、
織
田
正
道
織
田
病
院

理
事
長
が
、
「
在
宅
医
療
に

お
け
る
連
携
」
に
つ
い
て
実

践
事
例
を
軸
と
し
て
、（
１
）

か
か
り
つ
け
医
と
在
宅
療
養

支
援
病
院
（
在
支
病
）
及
び

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
（
在

支
診
）
と
の
連
携
の
実
際
、

（
２
）
介
護
保
険
施
設
等
と

医
療
機
関
の
協
力
体
制
と
連

携
要
件
、
（
３
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
よ
る
情
報
共
有
と
会
議

の
実
施
体
制
、
（
４
）
連
携

に
よ
る
医
療
・
介
護
双
方
の

質
向
上
と
加
算
算
定
へ
の
対

応
、
（
５
）
多
職
種
連
携
と

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
向

け
た
課
題
と
展
望

─
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
概
説
し
た
。

（
１
）
で
は
、
高
齢
化
に

よ
り
在
宅
医
療
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
る
中
で
、
在
支
病
及
び

在
支
診
に
求
め
ら
れ
る
施
設

基
準
等
を
説
明
。
在
支
病
は

か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、

在
宅
医
療
に
お
い
て
積
極
的

役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
と
し
た
。（
２
）
で
は
、

２
０
２
４
年
４
月
（
３
年
間

の
経
過
措
置
あ
り
）
よ
り
、

介
護
保
険
施
設
等
は
新
た
に

示
さ
れ
た
要
件
を
満
た
す
協

力
医
療
機
関
を
定
め
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に

言
及
し
、
相
談
・
診
療
・
入

院
の
連
携
要
件
に
つ
い
て
も

解
説
。
（
３
）
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
人
的

資
源
の
下
で
も
、
物
理
的
距

離
や
制
約
を
超
え
た
情
報
連

携
が
可
能
と
な
る
一
方
、
情

報
漏ろ

う
え
い洩

へ
の
備
え
や
ス
タ
ッ

フ
の
教
育
が
重
要
に
な
る
と

強
調
し
た
。
（
４
）
で
は
、

介
護
保
険
施
設
等
と
医
療
機

関
の
実
効
性
の
あ
る
連
携
に

対
し
て
診
療
報
酬
上
の
評
価

が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

効
果
や
今
後
の
課
題
に
言

及
。
（
５
）
で
は
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
を
越
え
た
多
職

種
連
携
が
不
可
欠
と
し
た
上

で
、
今
後
は
、
地
域
差
の
是

正
や
持
続
可
能
な
制
度
設

計
、
人
材
不
足
に
対
応
し
、

地
域
住
民
も
巻
き
込
ん
だ

「
地
域
連
携
型
の
チ
ー
ム
医

療
」
が
必
要
に
な
る
と
の
考

え
を
示
し
た
。

次
に
、
「
認
知
症
を
含
む

マ
ル
チ
モ
ビ
デ
ィ
テ
ィ
へ
の

取
組
」
で
は
、
近
藤
敬
太
藤

田
医
科
大
学
連
携
地
域
医
療

学
助
教
／
豊
田
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
総
合
診
療
科
在
宅
医

療
支
援
セ
ン
タ
ー
長
が
、
認

知
症
を
含
む
マ
ル
チ
モ
ビ
デ

ィ
テ
ィ
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
解
説
。
マ
ル
チ
モ
ビ

デ
ィ
テ
ィ
を
抱
え
る
患
者
に

は
、
単
一
の
疾
患
に
注
目
せ

ず
、
複
数
の
疾
患
を
抱
え
る

患
者
を
包
括
的
に
捉
え
る
視

点
が
大
切
と
す
る
と
と
も

に
、患
者
の
意
向
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、

社
会
的
背
景
等
を
考
慮
し
、

患
者
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ

た
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
多
職
種
で
協
働
し

て
実
践
す
る
こ
と
が
不
可
欠

と
強
調
し
た
。

ま
た
、
①
問
題
点
へ
の
介

入
の
評
価
②
患
者
の
意
向
確

認
③
重
要
な
ア
ウ
ト
カ
ム
に

関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
確
認
④

予
後
予
測
⑤
治
療
と
疾
患
の

相
互
作
用
、
薬
剤
相
互
作
用

の
確
認
⑥
介
入
の
利
益
と
リ

ス
ク
検
討
⑦
患
者
や
家
族
と

話
し
合
い
、
今
後
の
治
療
、

介
入
に
つ
い
て
決
定

─
の

視
点
が
重
要
で
あ
り
、
特
に

本
人
の
意
向
聴
取
が
不
可
欠

に
な
る
と
強
調
。
更
に
、
介

護
保
険
な
ど
の
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
家

族
や
隣
人
の
協
力
な
ど
の
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
の
利

用
も
視
野
に
入
れ
、
介
入
を

実
施
す
る
と
い
う
視
点
も
求

め
ら
れ
る
と
し
た
。

最
後
に

田
徹
副
会
長
が

閉
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
研

修
会
は
終
了
し
た
。

な
お
、
日
本
医
師
会
で
は
、

本
研
修
会
と
同
様
の
内
容
の

研
修
会
を
10
月
19
日
、
11
月

３
日
に
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
り
開

催
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度
　
令
和
７
年
度
応
用
研
修
会
（
第
１
回
）

か
か
り
つ
け
医
機
能
の

                  

更
な
る
充
実
・
向
上
を
目
指
し
て
開
催
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後
期
高
齢
者
と
も
な
る

と
、
さ
す
が
に
「
老
い
」
を
感

じ
る
場
面
が
多
く
な
る
。
書

籍
を
読
み
終
え
た
後
に
感
じ

る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

全
て
の
書
籍
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
の
だ
が
、
読
み
終

え
た
時
に
内
容
の
ほ
と
ん
ど

を
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
読
書
は
小
説
を
始
め
エ

ッ
セ
ー
、
経
済
や
政
治
評
論
、

ビ
ジ
ネ
ス
書
な
ど
い
わ
ゆ
る

乱
読
だ
が
、
ど
の
ジ
ャ
ン
ル

で
も
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
単
に
内
容
の
問
題
で
は
な

さ
そ
う
だ
。
気
楽
に
読
め
る

エ
ッ
セ
ー
で
も
、
話
題
が
細

切
れ
の
こ
と
も
あ
り
、
読
み

終
え
た
時
に
は
「
は
て
、
ど

ん
な
話
が
載
っ
て
い
た
だ
ろ

う
か
」
と
な
る
。
昔
は
無
か

っ
た
こ
と
な
の
で
、
や
は
り

「
老
い
」
の
た
め
だ
ろ
う
。

だ
が
、
加
齢
に
伴
う
記
憶
力

の
減
退
な
の
で
仕
方
な
い
と

は
思
い
つ
つ
も
、
読
ん
で
も

内
容
を
つ
か
め
て
い
な
い
こ

と
は
も
っ
た
い
な
い
。
著
者

に
対
し
て
も
失
礼
な
話
だ
。

そ
こ
で
読
み
方
を
工
夫
し

て
み
た
。
同
じ
書
籍
を
二
度

連
続
し
て
読
む
「
二
度
読
み

法
」
に
変
え
て
み
た
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
一
度
目

は
単
に
字
面
を
追
っ
て
内
容

昨
年
腰
を
痛
め
ゴ
ル
フ
が

で
き
な
く
な
っ
た
。
イ
ッ
プ

ス
に
な
り
、
何
と
か
し
よ
う

と
躍
起
に
な
っ
て
練
習
し
て

い
る
最
中
に
腰
を
痛
め
た
。

し
ば
ら
く
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
に

通
っ
た
が
、
悪
い
こ
と
ば
か

り
で
も
な
か
っ
た
。

動
け
る
よ
う
に
な
る
と
、

腰
の
療
養
も
兼
ね
温
泉
に
行

く
よ
う
に
な
っ
た
。
元
来
早

風
呂
で
あ
っ
た
が
、
温
泉
に

ゆ
っ
く
り
入
る
気
持
ち
良
さ

を
知
っ
た
。
時
間
を
見
付
け

て
は
温
泉
に
通
っ
た
。

行
き
つ
け
の
温
泉
に
サ
ウ

ナ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は

サ
ウ
ナ
は
た
だ
熱
い
だ
け
の

印
象
し
か
な
か
っ
た
。
あ
る

時
、
サ
ウ
ナ
後
水
風
呂
に
入

っ
て
椅
子
に
座
っ
て
ぼ
ー
っ

と
し
て
気
持
ち
良
さ
そ
う
に

し
て
い
る
人
を
見
て
興
味
を

抱
く
よ
う
に
な
り
サ
ウ
ナ
に

入
っ
て
み
た
。
「
熱
い
」
。
す

ぐ
に
出
た
か
っ
た
が
、
自
分

の
前
に
入
っ
た
人
が
出
る
ま

で
は
耐
え
よ
う
と
決
め
た
。

２
、
３
分
し
て
も
そ
の
人
は

動
か
な
い
。
私
は
耐
え
る
こ

と
に
し
た
。
12
分
計
が
半
周

し
た
と
こ
ろ
で
そ
の
人
が
動

い
た
。
私
は
後
を
追
う
よ
う

に
サ
ウ
ナ
か
ら
出
た
。

そ
の
人
は
水
風
呂
の
前
に

座
り
頭
か
ら
水
を
か
ぶ
っ
て

い
た
。私
も
水
を
か
ぶ
っ
た
。

「
冷
た
い
」。
水
の
温
度
は
18

度
程
で
あ
っ
た
。
冷
た
い
に

決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
人
は
た
め
ら
わ
ず
水
風

呂
に
。
私
も
ゆ
っ
く
り
と
水

風
呂
へ
。「
凍
る
」。
体
感
は

氷
水
で
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
上

が
ろ
う
と
思
っ
た
が
我
慢
し

た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
体
が

慣
れ
て
き
た
。
そ
の
人
は
30

秒
程
浸
か
る
と
、
ザ
ー
ッ
と

水
風
呂
か
ら
上
が
り
体
の
水

を
拭
き
取
り
、
浴
室
の
椅
子

に
座
っ
た
。
私
も
慌
て
て
上

が
り
椅
子
へ
。

水
風
呂
で
か
な
り
体
は
冷

え
た
は
ず
な
の
に
し
ば
ら
く

や
話
の
流
れ
を
大
ま
か
に
つ

か
む
読
み
方
を
し
、
二
度
目

は
ゆ
っ
く
り
と
文
字
を
か
み

締
め
な
が
ら
著
者
の
真
意
を

く
み
取
る
つ
も
り
で
行
間
に

も
触
れ
る
読
み
方
だ
。
時
間

の
ロ
ス
だ
と
笑
わ
れ
そ
う
だ

が
、
健
康
面
の
こ
と
が
あ
り

診
療
を
離
れ
て
い
た
た
め
幸

い
時
間
に
は
ゆ
と
り
が
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
読
み
方
を

始
め
た
と
こ
ろ
思
わ
ぬ
利
点

に
気
が
付
い
た
。

ま
ず
、
読
後
の
余
韻
に
浸

る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
例

え
る
と
、
感
動
的
な
映
画
を

見
た
時
に
、
終
わ
っ
て
も
す

ぐ
に
席
を
立
て
ず
し
ば
ら
く

ボ
ー
ッ
と
し
て
し
ま
う
あ
の

感
覚
に
似
て
い
る
。
ま
た
、

読
書
の
楽
し
み
は
「
言
葉
」

と
の
偶
然
の
出
会
い
と
思
っ

て
い
る
が
、
二
度
目
は
か
み

締
め
て
読
む
も
の
だ
か
ら
大

切
な
言
葉
が
記
憶
に
残
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ほ
の
ぼ
の
と

し
て
心
が
温
ま
り
、
気
持
ち

の
休
ま
る
よ
う
な
癒
や
し
の

言
葉
も
あ
れ
ば
、
人
間
の
行

動
の
原
点
と
な
る
よ
う
な
意

義
深
い
言
葉
も
あ
る
。
著
者

や
主
人
公
の
さ
り
気
な
い
言

葉
に
心
が
踊
り
、
少
々
大
げ

さ
だ
が
著
者
の
執
筆
意
図
な

ど
も
垣
間
見
る
こ
と
が
あ
る
。

お
か
げ
で
、
読
書
が
以
前

よ
り
楽
し
く
な
っ
た
。
「
老

い
」
の
効
用
だ
な
、
と
ほ
ほ

笑
ん
だ
。

今
か
ら
二
十
数
年
前
、
私

は
結
婚
し
東
京
で
勤
務
し
て

い
ま
し
た
。
当
時
、
石
原
都

知
事
の
下
で
東
京
マ
ラ
ソ
ン

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
生
時
代
、
足
の
遅
か
っ
た

私
に
は
全
く
関
係
な
い
話
だ

と
思
い
な
が
ら
も
、
「
東
京

マ
ラ
ソ
ン
に
出
る
ぞ
！

」
と

冗
談
で
妻
に
言
い
、
二
人
で

笑
い
合
っ
た
も
の
で
す
。
そ

の
後
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
ニ

ュ
ー
ス
が
流
れ
る
た
び
に

「
走
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た

ん
？
」
と
妻
に
か
ら
か
わ
れ

る
の
が
恒
例
で
し
た
が
、
出

産
や
子
育
て
に
追
わ
れ
、
い

つ
し
か
そ
ん
な
会
話
も
無
く

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
十
数
年
が
経

ち
、
私
は
開
業
し
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
に
は
運
動
の
大
切

さ
を
日
々
説
い
て
い
ま
し
た

が
、
自
分
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

中
で
ほ
と
ん
ど
動
か
ず
、
体

重
計
を
見
て
焦
り
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
内

向
的
な
私
で
も
で
き
そ
う
だ

と
思
い
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
数

年
前
に
始
め
ま
し
た
。
最
初

は
１
～
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

息
も
絶
え
絶
え
で
し
た
が
、

下
手
の
横
好
き
な
が
ら
も
少

し
ず
つ
長
く
走
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
更
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
費

や
す
時
間
が
増
え
、
何
と
か

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最

近
で
は
、
年
に
４
～
５
回
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

〝
マ
ラ
ソ
ン
〟
と
聞
く
と

立
派
に
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
私
は
タ
イ
ム
を
競
う
シ

リ
ア
ス
ラ
ン
ナ
ー
で
は
な

く
、
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て

い
ま
す
。
大
会
で
は
各
地
の

名
産
品
が
補
給
食
と
し
て
支

給
さ
れ
る
こ
と
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。
例
え
ば
、
北
九

州
マ
ラ
ソ
ン
で
は
小
倉
牛
、

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
で
は
イ
チ

ゴ
な
ど
を
コ
ー
ス
上
で
味
わ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
は

立
ち
入
れ
な
い
首
都
高
速
道

路
や
空
港
内
を
走
れ
る
大
会

で
は
非
日
常
感
を
満
喫
し
ま

し
た
。
た
だ
、
楽
し
み
な
が

ら
と
は
言
え
、
休
み
休
み
で

も
42
・
１
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
は
長
く
、
翌
日
の
診
療
中

は
立
ち
上
が
る
の
も
や
っ
と

の
こ
と
で
す
。

昨
年
、
つ
い
に
人
気
の
東

京
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
で
き
ま

し
た
。
新
宿
や
池
袋
を
駆
け

抜
け
、
東
京
タ
ワ
ー
や
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
を
眺
め
な
が
ら
、

東
京
を
独
占
し
た
よ
う
な
気

分
で
走
る
の
は
格
別
で
し

た
。
沿
道
の
幾
重
に
も
重
な

っ
た
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い

応
援
に
後
押
し
さ
れ
、
自
己

ベ
ス
ト
タ
イ
ム
（
速
く
あ
り

ま
せ
ん
が
）
を
更
新
で
き
た

最
高
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
挑
戦
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
抽
選
倍
率
が
10

倍
以
上
と
言
わ
れ
る
こ
の
大

会
、
次
は
何
年
後
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
大
会
後
に
自
宅
に

戻
っ
て
か
ら
東
京
マ
ラ
ソ
ン

の
話
を
妻
に
熱
く
語
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、「
新
婚
の
頃
、

東
京
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
っ
て

約
束
し
た
し
ね
！

」
と
伝
え

る
と
、
妻
か
ら
「
…
…
そ
う

だ
っ
た
っ
け
？　

そ
れ
な

ら
、
そ
の
頃
に
約
束
し
た
ス

イ
ー
ト
テ
ン
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
、
ま
だ
も
ら
っ
て
な
い
け

ど
…
…
２
回
分
に
も
な
る
よ

!?
」
と
返
さ
れ
ま
し
た
。
あ

あ
、
そ
ん
な
約
束
も
し
て
い

た
な
…
…
。�

（
一
部
省
略
）

す
る
と
体
が
ほ
ん
わ
か
と
温

か
く
な
り
軽
く
な
っ
た
よ
う

な
、
何
と
も
言
え
な
い
心
地

良
さ
に
包
ま
れ
た
。
後
で
調

べ
た
ら
こ
の
感
覚
を
「
サ
ウ

ナ
ト
ラ
ン
ス
」
と
表
現
し
て

い
る
人
が
い
た
。
漫
画
「
サ

道
」
の
作
者
タ
ナ
カ
カ
ツ
キ

さ
ん
で
あ
る
。

こ
の
日
か
ら
サ
ウ
ナ
に
魅

せ
ら
れ
、
私
の
「
サ
道
」
が

始
ま
っ
た
。
ド
ラ
マ
「
サ
道
」

の
シ
リ
ー
ズ
と
特
番
を
全
て

視
聴
。
ド
ラ
マ
の
主
人
公
で

あ
る
、
な
か
ち
ゃ
ん
さ
ん
こ

と
原
田
泰
造
さ
ん
は
根
っ
か

ら
の
サ
ウ
ナ
フ
ァ
ン
で
、
な

か
ち
ゃ
ん
さ
ん
達
サ
ウ
ナ
ー

を
見
て
サ
ウ
ナ
の
入
り
方
を

学
ん
だ
。

ま
ず
洗
い
場
で
体
を
清

め
、
お
風
呂
で
温
ま
っ
た
後

サ
ウ
ナ
ヘ
。
サ
ウ
ナ
の
時
間

は
好
き
好
き
で
あ
る
が
お
お

む
ね
10
分
程
度
、
そ
の
後
水

風
呂
に
30
秒
か
ら
１
分
、
そ

し
て
ベ
ン
チ
で
10
分
程
休
憩

す
る
。
こ
れ
が
ワ
ン
セ
ッ
ト

で
、
そ
れ
を
３
～
４
回
繰
り

返
す
。
そ
う
す
る
と
先
程
の

サ
ウ
ナ
ト
ラ
ン
ス
を
経
験
で

き
る
と
い
う
。

そ
う
は
毎
回
最
高
に
良
い

気
持
ち
、
な
か
ち
ゃ
ん
の
言

う
「
と
と
の
っ
た
」
ま
で
に

は
な
れ
な
い
。
し
か
し
、
サ

ウ
ナ
に
通
う
う
ち
に
自
分
に

合
っ
た
サ
ウ
ナ
の
入
り
方
が

分
か
る
よ
う
に
な
り
、
「
と

と
の
っ
た
」
に
近
い
気
分
を

時
々
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

サ
ウ
ナ
を
医
学
的
に
研
究

し
て
い
る
方
も
多
く
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
サ
ウ
ナ
で
体

を
熱
し
、
水
風
呂
や
外
気
で

冷
ま
す
こ
と
を
「
温
冷
交
代

浴
」
と
言
う
。
温
浴
か
ら
冷

浴
に
よ
る
温
度
差
で
交
感
神

経
を
刺
激
し
、
そ
の
後
の
休

憩
で
の
副
交
感
神
経
亢
進
に

よ
っ
て
、
自
律
神
経
バ
ラ
ン

ス
調
整
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
な
り
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
、
睡
眠
の
質
の
向
上

に
つ
な
が
る
。
ま
た
血
流
改

善
、
血
管
の
伸
展
性
の
改
善

に
も
効
果
が
あ
る
と
い
う
研

究
論
文
も
あ
っ
た
。

難
し
い
こ
と
は
さ
て
置

き
、
サ
ウ
ナ
を
上
手
に
使
え

る
よ
う
に
な
る
と
体
も
気
分

も
「
と
と
の
う
」
こ
と
が
で

き
る
。
無
論
、
サ
ウ
ナ
は
強

烈
な
ス
ト
レ
ス
を
体
に
与
え

る
わ
け
な
の
で
、
自
分
の
健

康
状
態
と
相
談
し
な
が
ら
利

用
す
る
べ
き
で
あ
る
。

昨
今
の
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
に

わ
が
家
も
乗
っ
か
っ
た
。
昨

年
の
誕
生
日
祝
い
に
娘
達
か

ら
サ
ウ
ナ
ハ
ッ
ト
を
も
ら
っ

た
。
日
頃
は
家
内
と
近
隣
の

温
浴
施
設
に
行
き
、
娘
達
が

帰
省
し
た
時
に
は
一
緒
に
サ

ウ
ナ
ヘ
行
く
。
気
が
付
く
と

体
の
調
子
も
整
い
、
最
近
は

ゴ
ル
フ
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
サ

ウ
ナ
で
は
イ
ッ
プ
ス
は
治
療

で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
し
て
も
イ
ラ

イ
ラ
す
る
こ
と
が
減
っ
た
の

は
、
も
し
か
す
る
と
サ
ウ
ナ

の
効
果
か
も
知
れ
な
い
。
ラ

ウ
ン
ド
し
て
い
て
も
頭
の
中

は
ゴ
ル
フ
後
の
サ
ウ
ナ
の
事

を
考
え
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
。�

（
一
部
省
略
）
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江
部
　
佑
輔

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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宮
崎
県
医
師
会
広
報
委
員

会
で
は
、
平
成
20
年
よ
り
宮

崎
大
学
医
学
部
の
学
生
が
委

員
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

今
や
学
生
委
員
は
広
報
委
員

会
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し

て
活
躍
し
て
お
り
、
学
生
委

員
、
医
師
委
員
、
そ
し
て
県

医
師
会
の
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に

と
っ
て
、
多
岐
に
わ
た
る
好

影
響
が
現
れ
て
い
る
た
め
、

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

現
在
、
宮
崎
県
医
師
会
広

報
委
員
は
、
勤
務
医
４
名
、

開
業
医
４
名
、
医
学
生
４
名

の
計
12
名
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
医
学
生
は
宮
崎
大
学

医
学
部
医
学
科
の
４
年
生
２

名
（
男
女
）
と
５
年
生
２
名

（
男
女
）
で
す
。
最
近
は
、

各
学
年
１
名
は
地
域
枠
学
生

に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
担
当
役
員
と
し

て
理
事
４
名
も
委
員
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
の
主
な
業
務

は
、
毎
月
発
行
す
る
県
医
師

会
誌
『
日
州
医
事
』
の
編
集
・

校
正
で
す
。
委
員
に
は
、
編

集
作
業
を
通
じ
て
医
師
会
活

動
を
知
り
、
地
域
医
療
の
現

状
や
医
療
政
策
に
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
考

え
か
ら
、
勤
務
医
枠
で
は
医

師
会
員
で
は
な
い
方
や
若
手

医
師
に
も
委
員
に
就
任
し
て

頂
い
て
い
ま

す
。以

前
は
、

医
師
会
と
医

学
生
が
直
接

的
な
接
点
を

持
つ
機
会
は

あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、

新
臨
床
研
修

制
度
の
開
始

や
大
学
入
試

の
地
域
枠
推

薦
な
ど
、
い

宮
崎
県
医
師
会 
広
報
委
員
会
に
お
け
る

医
学
生
委
員
の
活
躍

宮
崎
県
医
師
会
常
任
理
事 
　

荒
木
早
苗

く
つ
か
の
大
き
な
変
革
期
を

迎
え
、
医
師
不
足
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
た
時
期

に
、
医
学
生
に
も
医
師
会
の

活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

や
医
学
生
か
ら
直
接
意
見
を

聞
く
こ
と
の
重
要
性
を
感

じ
、
宮
崎
大
学
医
学
部
の
学

生
に
広
報
委
員
参
加
の
声
を

掛
け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

当
初
は
学
年
を
問
わ
ず
、

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

医
学
生
に
就
任
し
て
も
ら
っ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

試
行
錯
誤
の
結
果
、
現
在
で

は
あ
る
程
度
臨
床
知
識
を
持

ち
、
国
家
試
験
勉
強
に
も
支

障
が
出
に
く
い
時
期
で
あ
る

４
年
生
２
名
、
５
年
生
２
名

の
２
年
任
期
と
い
う
体
制
で

落
ち
着
き
ま
し
た
。
年
度
末

に
は
学
生
委
員
が
次
の
学
年

の
学
生
に
委
員
会
の
仕
事
内

容
を
説
明
し
、
候
補
者
を
推

薦
し
て
く
れ
る
た
め
、
学
生

枠
委
員
の
人
選
に
困
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
学
生
の
委
員
参
加
に
伴

い
、
会
誌
に
学
生
が
企
画
か

ら
執
筆
ま
で
を
行
う
『
宮
大

医
学
部
学
生
の
ペ
ー
ジ
』
を

創
設
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

大
学
祭
、
部
活
動
紹
介
、
国

試
対
策
委
員
会
の
活
動
、
地

域
医
療
実
習
や
研
究
室
配
属

の
報
告
な
ど
、
現
在
の
大
学

生
活
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

読
者
で
あ
る
医
師
会
員
が

昔
を
懐
か
し
む
こ
と
の
で
き

る
テ
ー
マ
か
ら
、
年
配
の
先

生
方
に
は
な
じ
み
の
薄
い
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
や
Ｃ
Ｂ
Ｔ
と
い
っ
た

共
用
試
験
に
つ
い
て
の
解
説

ま
で
、
毎
号
豊
富
な
話
題
を

提
供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
で
は
、
会
誌

の
編
集
の
他
、
毎
年
、
報
道

記
者
や
弁
護
士
な
ど
他
分
野

の
方
々
と
の
勉
強
会
『
宮
崎

の
医
療
を
考
え
る
会
』
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

数
年
前
に
医
学
部
地
域
枠

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
際
に

は
、
地
域
枠
で
入
学
し
た
学

生
広
報
委
員
か
ら
、
高
校
生

が
制
度
の
理
解
が
十
分
で
な

い
ま
ま
受
験
す
る
こ
と
に
よ

る
問
題
や
、
入
学
後
に
抱
い

た
将
来
へ
の
不
安
な
ど
、
当

事
者
の
立
場
か
ら
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
心

を
持
っ
た
記
者
か
ら
後
日
改

め
て
取
材
を
受
け
、
新
た
な

学生広報委員

視
点
で
の
新
聞
記
事
掲
載
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
勉
強
会
で
は
、

日
本
医
師
会
の
黒
瀨
巌
常
任

理
事
に
宮
崎
に
お
越
し
頂
き

ま
し
た
。
日
本
医
師
会
の
活

動
紹
介
や
診
療
報
酬
改
定
関

連
の
講
演
後
、
開
業
医
・
勤

務
医
・
医
学
生
・
役
員
に
分

か
れ
た
テ
ー
ブ
ル
を
そ
れ
ぞ

れ
約
30
分
ず
つ
回
り
、
膝
を

突
き
合
わ
せ
た
活
発
な
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
広
報
委
員
一
同
、
医

療
政
策
の
重
要
性
に
つ
い
て

再
認
識
で
き
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

医
学
生
の
委
員
会
参
加
か

ら
18
年
目
と
な
り
、
以
前
広

報
委
員
だ
っ
た
学
生
が
地
域

医
療
の
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
様
子
を
見
聞
き
し
た
り
、

医
師
会
活
動
の
中
で
再
会
し

た
り
す
る
機
会
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

広
報
委
員
は
学
生
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
や
す
い
委
員

会
で
す
。
ぜ
ひ
、
他
県
で
も

医
学
生
の
参
加
を
検
討
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、
現
学
生
広
報
委

員
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

（
医
学
科
５
年
・
女
性
）

委
員
会
に
て
現
役
の
先
生

方
の
お
話
を
伺
っ
た
り
、
毎

月
『
日
州
医
事
』
に
目
を
通

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本

や
宮
崎
の
医
療
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま

す
。
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、
あ
り
が
た
く

感
じ
て
い
ま
す
。

（
医
学
科
５
年
・
男
性
）

普
段
は
医
師
の
先
生
方
と

気
楽
に
話
せ
る
場
と
い
う
の

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

委
員
会
で
は
先
生
方
と
普
段

の
生
活
に
つ
い
て
話
す
機
会

が
あ
っ
た
り
、
医
師
の
仕
事

の
大
変
さ
を
直
に
聞
け
た
り

と
、
校
正
以
外
で
も
先
生
方

と
つ
な
が
れ
る
の
が
良
い
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
『
日
州
医
事
』
全

て
に
目
を
通
す
の
で
県
内
の

医
療
状
況
に
つ
い
て
も
詳
し

く
な
り
ま
し
た
。

（
医
学
科
４
年
・
男
性
）

学
生
の
う
ち
に
、
現
場
で

診
療
に
従
事
さ
れ
て
い
る
医

師
の
先
生
方
と
直
接
お
話
し

で
き
る
機
会
は
こ
の
活
動
以

外
に
無
く
、
本
当
に
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
医
師
の

先
生
方
が
日
頃
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
を

知
る
こ
と
で
、
政
治
な
ど
へ

の
関
心
も
広
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
自
分
の
見
識
を
広

げ
、
更
に
そ
の
学
び
を
周
囲

に
共
有
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
医
学
科
４
年
・
女
性
）

大
学
に
通
っ
て
い
て
先
生

方
か
ら
耳
に
す
る
の
は
大
学

病
院
の
症
例
の
話
や
講
義
内

の
医
学
知
識
に
関
す
る
お
話

が
多
い
の
で
、
開
業
さ
れ
て

い
る
先
生
の
病
院
経
営
に
関

す
る
お
話
や
、
政
治
情
勢
か

ら
医
師
会
が
受
け
る
影
響
に

つ
い
て
な
ど
の
お
話
が
新
鮮

で
す
。

今
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な

か
っ
た
よ
う
な
話
題
に
つ
い

て
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に

な
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ

て
い
ま
す
。

プレゼント企画 第1弾

映画「てっぺんの向こうにあなたがいる」の
 鑑賞チケットを

抽選で100組200名の方にプレゼント

　日本医師会ではこのほど、木下グル
ープ様のご厚意により、映画「てっぺ
んの向こうにあなたがいる」の鑑賞チ
ケットを100組200名の方にプレゼン
トすることになりました。
　自分の全てをかけて“てっぺん”に
挑み続け、女性で初めてエベレストの
登頂を成し遂げた登山家の田部井淳子
さんとその家族の物語を描いた作品と
なっており、主演は俳優の吉永小百合
さんが務めています。
　映画の詳細や上映館などは公式ホー
ムページをご覧下さい。
　応募希望の方は下記に従って、ぜひ、ご応募願い
ます。
◆応募方法：
　①�右記の二次元コードを読み込み、日本医師会
LINE公式アカウントを友だち登録（既に登録さ
れている方はトーク画面に飛びます）

　②応募フォームへの回答
　③応募完了！
　※�応募は一人1回に限らせて頂きます（複数回の応募は無効と
なります）

　※�当選者のみ、LINEで通知させて頂きますのでご承知置き下
さい。

◆応募締切：2025年10月31日（金）午後11時45分まで
◆問い合わせ先：日本医師会広報課　 kouhou@po.med.or.jp

公式ホーム
ページ

申し込みは
こちらから

「日本医師会ペイシェントハラスメント・ネット上の悪質な書込み相談窓口
（日医ペイハラ・ネット相談窓口）」を運用中！！

　日本医師会では、「日本医師会ペイシェントハラスメント・ネット上の悪質な書込み相談窓口（日医ペイハラ・ネット相談窓口）」の運用を
行っています。
　「日医ペイハラ・ネット相談窓口」は、昨今増加しているインターネット上の悪質な書き込みを含むペイシェントハラスメント全般に関する
会員の先生方などからのご相談に対応するために開設したものです。お困りの際はぜひ、ご活用下さい。

●利用対象者 日本医師会員及び会員が開設・管理している医療機関または介護サービス施設・事業所の従事者
●相談受付方法 WEBフォームまたは電話（電話受付時間：平日の午前9時～午後６時）
●担　当　課 日本医師会情報システム課、医事法・医療安全課

※なお、WEBフォーム及び電話番号は日本医師会ホームページ内のメンバーズルームに掲載して
いるため、日本医師会会員用アカウント（ユーザー名、パスワード）が必要となります。 https://www.med.or.jp/doctor/sonota/sonota_etc/011988.html
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９
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書
籍
紹
介

Sobue T. Contribution to Establishing a Foundation for Promoting 
Cancer Control in Japan by Providing Precise Cancer Information 
and Establishing a Research Infrastructure - Secondary Publication. 
JMA J. 2025;8(2):317-322.
〔祖父江友孝「がんの精確な情報発信と研究体制基盤整備によるわが国のがん
対策推進の礎となる体制づくりへの貢献」2024年度〕

Ishioka C. Development of the World’s First In Vitro Cancer 
Ep igenome Diagnost ic th rough B iomarker Research for 
Personalized Cancer Treatment of RAS-wild-type Colorectal 
Cancer - Secondary Publication. JMA J. 2025;8(3):703-707.
〔石岡千加史「個別化がん治療に必要なバイオマーカー研究による世界初がん
エピゲノム体外診断薬の開発」2024年度〕

Kimura T. Analysis of the Molecular Mechanism of Parturition and 
the Establishment of a Safe Obstetrical Care System - Secondary 
Publication. JMA J. 2025;8(3):699-702.
〔木村正「分娩に関する分子機構解析から安全な医療体制確立までの研究」
2024年度〕

Tanigawa T. Promotion of Preventive Sleep Research from the 
Perspective of Health and Public Safety in Japan - Secondary 
Publication. JMA J. 2025;8(3):673-678.
〔谷川武「国民の健康・安全に資する睡眠面からの予防医学研究の推進」2023年度〕

Ueki K. Rethinking Diabetes from the Perspective of Diverse 
Insulin Actions in Various Organs. JMA J. 2024;7(4):489-495.
〔植木浩二郎「2型糖尿病の分子病態解明とそれに基づく治療法の開発」2023年度〕

　『JMA Journal』では、医学・医療全領域に関
する論文を始め、医療政策やオピニオンなど、臨
床以外の投稿も幅広く受け付けています。
　当面の間、論文の投稿料、掲載料、オープンアクセス料等は一切無料となって
おります。皆様からのご投稿をお待ちしております。

最新情報はこちら

▲

https://www.jmaj.jp
論文投稿はこちら

▲

https://mc.manuscriptcentral.com/jmaj
問い合わせ先： JMA Journal Support Office

▲

admin@jmaj.jp
 日本医師会国際課 JMAジャーナル編集室

▲

jmaintl@po.med.or.jp

　英文誌『JMA Journal』は、日本医師会が日本医学会と
の協力で発行しているオープンアクセスの総合医学雑誌
です。毎年、日本医師会では医学上重要な業績をあげた
会員に「日本医師会医学賞」、医学上将来性に富む研究を
行っている会員に「医学研究奨励賞」を授与しております。

『JMA Journal』では受賞された先生方に、これらの受賞
研究に関する論文をご投稿頂いております。今回は日本医師会医学賞を受賞
し、『JMA Journal』に掲載された論文5篇をご紹介いたします。

JMA Journal掲載論文　日本医師会医学賞〔受賞者「受賞研究」受賞年度〕JMA Journal掲載論文　日本医師会医学賞〔受賞者「受賞研究」受賞年度〕

認
知
症
へ
の
先
入
観

を
ほ
ど
く

本
人
・
ケ
ア
ラ
ー
・
医

療
者
が
前
向
き
に
な
れ

る
言
葉
の
提
案

大
石　

智　

著

認
知
症
の
あ
る
人
の
行
動

や
心
の
変
化
は
「
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
」

と
呼
ば
れ
、
そ
の
代
表
と
し

て
「
徘
徊
」
や
「
物
盗
ら
れ

妄
想
」
が
あ
る
。

一
方
、
例
え
ば
目
的
な
く

歩
き
回
っ
て
い
る
「
徘
徊
」

行
動
に
、
実
は
薬
の
副
作
用

の
ア
カ
シ
ジ
ア
が
背
景
に
あ

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
を
Ｂ

Ｐ
Ｓ
Ｄ
と
い
う
言
葉
で
く
く

る
と
、
ど
う
し
て
歩
き
回
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
、
ち
ょ
っ

と
話
を
聞
い
て
み
よ
う
か
、

処
方
は
な
ん
だ
っ
た
か
な
と

考
え
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

認
知
症
の
あ
る
人
が
適
切
な

医
療
や
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

そ
の
た
め
、
本
書
で
は
海

外
の
手
引
き
も
参
考
に
、
認

知
症
に
ま
つ
わ
る
言
葉
に
つ

い
て
検
討
し
、
前
向
き
な
言

葉
へ
の
変
換
が
試
み
ら
れ
て

い
る
。例
え
ば
、「
徘
徊
」と
せ

ず
、「
〇
〇
の
理
由
で
歩
き
回

る
行
動
」
と
言
い
換
え
て
み
て

は
ど
う
か
と
い
っ
た
よ
う
に
。

誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
時
代
。
言
葉
狩

り
だ
と
一
蹴
す
る
の
は
簡
単

だ
が
、
認
知
症
の
あ
る
人
と

向
き
合
う
機
会
の
多
い
医
療

者
だ
か
ら
こ
そ
の
無
意
識
の

ス
テ
ィ
グ
マ
に
つ
い
て
、
気

付
き
を
促
し
、
よ
り
良
い
認

知
症
診
療
と
は
何
か
を
考
え

る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

２
４
２
０
円（
税
込
）

発
行　

新
興
医
学
出
版
社

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病

治
療
薬
処
方
ガ
イ
ド

薬
剤
の
基
本
か
ら
よ
く
あ

る
疑
問
を
こ
の
１
冊
で！

堀
内
孝
彦　
　
　

有
信
洋
二
郎　
　

木
本
泰
孝　
　

編

本
書
は
ス
テ
ロ
イ
ド
や
メ

ト
ト
レ
キ
サ
ー
ト
な
ど
、
以

前
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
薬

剤
に
加
え
て
、
生
物
学
的
製

剤
、
Ｊ
Ａ
Ｋ
阻
害
薬
、
そ
し

て
今
後
登
場
す
る
で
あ
ろ
う

新
規
薬
剤
に
至
る
リ
ウ
マ

チ
・
抗
原
病
の
治
療
薬
に
つ

い
て
、
代
表
的
な
臨
床
試
験

の
結
果
、
作
用
機
序
、
副
作

用
な
ど
の
基
本
情
報
、
使
用

上
の
コ
ツ
な
ど
を
ま
と
め
た

実
践
書
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
「
リ
ウ
マ

チ
・
膠
原
病
の
基
礎
知
識
」

「
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
治
療

薬
の
基
本
情
報
と
使
い
方
の

コ
ツ
」「
症
例
で
学
ぶ
リ
ウ
マ

チ
・
膠
原
病
」「
い
ま
さ
ら
聞

け
な
い
疑
問
集
」
の
四
つ
の

パ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

薬
剤
選
択
に
迷
っ
た
症
例

や
初
学
者
か
ら
多
く
寄
せ
ら

れ
る
質
問
も
盛
り
込
ま
れ
る

な
ど
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病

に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
一

冊
と
言
え
る
。

定
価　

５
２
８
０
円（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

運
動
器
診
療

最
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
２
版

竹
下
克
志　

編

異
邦
の
か
か
り
つ
け
医

中
国
人
医
師
が
40
年
掛

け
て
実
現
し
た
地
域
医

療
の
カ
タ
チ

飛
飛　

著

本
書
は
、
日
本
の
医
療
を

学
ぶ
た
め
に
祖
国
で
あ
る
中

国
を
離
れ
、
患
者
と
向
き
合

い
な
が
ら
ひ
た
む
き
に
診
療

を
続
け
、
か
か
り
つ
け
医
と

し
て
地
域
に
根
差
し
た
医
療

を
提
供
し
て
き
た
一
人
の
中

国
人
医
師
の
軌
跡
を
描
い
た

書
籍
で
あ
る
。

中
国
上
海
に
生
ま
れ
た
著

者
は
、
１
９
８
４
年
に
九
州

に
あ
る
大
学
の
医
学
部
の
留

学
生
と
し
て
来
日
。
研
修
医

と
し
て
地
域
医
療
に
携
わ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
残

っ
て
目
の
前
の
患
者
を
支
え

続
け
た
い
と
の
思
い
を
強
く

し
、
祖
国
に
戻
ら
ず
、
２
０

０
１
年
に
自
身
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
開
業
。
以
来
、
24
時
間

３
６
５
日
、
患
者
に
頼
ら
れ

る
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
地

域
医
療
に
身
を
尽
く
し
て
き

た
。遠

く
中
国
か
ら
海
を
渡

り
、
日
本
の
医
療
に
貢
献
す

る
た
め
奔
走
し
て
き
た
一
人

の
医
師
に
よ
る
40
年
の
記
録

を
ま
と
め
た
本
書
は
、
日
本

の
地
域
医
療
に
お
い
て
か
か

り
つ
け
医
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
考
え
る
上

で
も
参
考
と
な
る
一
冊
と
な

本
書
は
、２
０
１
２
年
に
、

中
村
耕
三
氏
（
東
京
大
学
名

誉
教
授
）
に
よ
っ
て
編
集
さ

れ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

書
籍
を
、
竹
下
克
志
氏
（
自

治
医
科
大
学
教
授
）
に
よ
っ

て
、改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
あ
る
い
は
こ
れ
に
代
わ

る
「
現
時
点
で
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
・
概
念
」
を
、
運
動
器

の
診
療
に
携
わ
る
人
々
に
分

か
り
や
す
く
解
説
し
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画

さ
れ
た
。

全
体
は
、
「
Ⅰ
．
総
論
的

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
「
Ⅱ
．
病

態
・
疾
患
別
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
「
Ⅲ
．
部
位
別
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
か
ら
な
り
、
内

容
と
し
て
は
、
２
２
０
を
超

え
る
項
目
に
つ
い
て
、
①
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
・
指
針
の
現
況

②
定
義
・
頻
度
③
治
療
に
必

要
な
検
査
と
診
断
④
治
療
の

実
際
（
保
存
療
法
、
手
術
療

法
、
後
療
法
、
処
方
例
な
ど
）

⑤
専
門
医
に
紹
介
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
⑥
専
門
医
か
ら
の
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
⑦

文
献

─
で
解
説
さ
れ
て
い

る
。

P
a
t
i
e
n
t
-
b
a
s
e
d 

medicine 

を
行
う
上
で
、

「
判
断
材
料
の
基
準
」
と
な

る
本
書
は
、
日
常
診
療
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
頼
り
に

な
る
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

２
５
３
０
０
円
（
税

込
）

発
行　

総
合
医
学
社

っ
て
い
る
。

定
価　

１
７
６
０
円（
税
込
）

発
行　

幻
冬
舎

診療所の厳しい経営状況を説明し、
 その支援の必要性を訴える

ショート動画を制作
─SNSなどでの拡散をお願いします─

　日本医師会ではこのたび、9月17
日の定例記者会見で公表した「令和7
年　診療所の緊急経営調査」の結果を
基にショート動画「にちいくんと考え
よう！ 　日本の医療①」を制作し、
日本医師会公式YouTubeチャンネル
で公開しました。
　動画の中では、病院ばかりでなく、
診療所の経営もほぼ全ての診療科で
減収減益となるなど、大変厳しい状況
にあることを前述の調査結果を基に
説明。その改善のためにも次期診療報
酬改定の大幅アップ、補助金、期中改
定による緊急措置が必須であることに理解を求める
とともに、その実現に向けた協力並びに支援を呼び
掛けています。
　ぜひ、ご覧頂き、一人でも多くの理解者を増やす
ため、SNSなどでの拡散をお願いします。

ショート動画
はこちら
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令
和
７
年
度
医
療
事
故
調
査
制
度

「
管
理
者
・
実
務
者
セ
ミ
ナ
ー
」

日
本
地
域
包
括
ケ
ア
学
会

第
７
回
大
会

令
和
７
年
度
家
族
計
画
・

母
体
保
護
法
指
導
者
講
習
会

今
年
は
広
島
と
長
崎
に
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ち
ょ
う

ど
80
年
の
節
目
の
年
で
あ

り
、
広
島
で
は
８
月
６
日
に

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

っ
た
。

最
も
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
恒
例
の
平
和
記
念
式
典

で
の
湯
崎
英
彦
広
島
県
知
事

の
あ
い
さ
つ
で
あ
る
。
「
抑

止
と
は
あ
く
ま
で
頭
の
中
で

構
成
さ
れ
た
概
念
ま
た
は
心

理
、
つ
ま
り
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
」
「
も
し
核
に
よ
る

抑
止
が
破
ら
れ
て
核
戦
争
に

な
れ
ば
、
人
類
も
地
球
も
再

生
不
能
な
惨
禍
に
見
舞
わ
れ

る
」
「
抑
止
力
か
ら

核
と
い
う
要
素
を
取

り
除
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
「
人
類
の
、

地
球
の
生
と
安
全
を
勝
ち
取

ろ
う
」
と
語
っ
た
。

最
後
に
「
被
爆
で
崩
壊
し

た
瓦が

れ

き礫
で
身
動
き
が
取
れ
な

い
被
爆
者
が
暗
闇
の
一
筋
の

光
に
向
っ
て
這は

い
進
み
、
生

を
掴つ

か

ん
だ
」
「
諦
め
る
な
。

押
し
続
け
ろ
。
進
み
続
け
ろ
。

光
が
見
え
る
だ
ろ
う
。
核
廃

絶
と
い
う
光
に
向
か
っ
て
這

っ
て
い
け
」
と
締
め
く
く
っ

た
。知

性
で
語
り
か
け
た
こ
の

素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
、
核
保

有
国
元
首
や
自
信

過
剰
な
指
導
者
に

も
届
い
て
も
ら
い
た
い
と
願

う
。も

う
一
つ
、
広
島
県
、
広

島
市
両
医
師
会
も
、
「
ヒ
ロ

シ
マ
医
師
の
被
爆
80
年
・
あ

き
ら
め
な
い
、
や
め
な
い
、

終
わ
ら
な
い
」
と
い
う
県
民

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
８
月
３

日
に
開
催
し
、
被
爆
伝
承
コ

ー
ナ
ー
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。
被
爆
者
が
高
齢
化
し
少

な
く
な
る
中
、
94
歳
の
医
師

で
元
広
島
大
学
学
長
の
原
田

康
夫
氏
が
自
ら
の
被
爆
体
験

を
若
い
聴
衆
に
も
し
っ
か
り

と
語
り
、
感
銘
を
与
え
た
。

た
だ
し
、
年
齢
的
に
被
爆

伝
承
者
は
10
年
後
に
は
ほ
ぼ

皆
無
と
な
る
。
被
爆
を
体
験

し
た
広
島
だ
か
ら
こ
そ
、
今

後
も
不
屈
の
精
神
で
世
界
に

平
和
と
核
廃
絶
を
唱
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
再

認
識
し
た
。�

（
グ
リ
ー
ン
）

被
爆
80
年
で
思
う
こ
と

◆
主
催
：
日
本
医
師
会
、
こ

ど
も
家
庭
庁

◆
日
時
：
12
月
６
日
（
土
）

午
後
１
時
～
３
時
40
分

◆
会
場
：
日
本
医
師
会
館
大

講
堂
（
集
合
開
催
）

※
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
必
要
事

項
を
入
力
し
て
申
し
込
み
願

い
ま
す
。

日
本
医
師
会
で
は
、
私
達

の
安
定
し
た
暮
ら
し
を
支
え

て
く
れ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
あ
る
「
社
会
保
障
」
の

こ
れ
か
ら
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
社
会

保
障
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
～
豊

か
な
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

～
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

願
い
ま
す
。

な
お
、
後
日
に
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
を
収
録
し

た
動
画
を
日
本
医
師
会
公
式

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
、

採
録
を
朝
日
新
聞
全
国
版
朝

刊
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
後
援
：
朝
日
新
聞
社

◆
日
時
：
11
月
11
日
（
火
）

午
後
６
～
８
時
（
予
定
）（
午

後
５
時
30
分
開
場
）

◆
会
場
：
日
本
医
師
会
館
大

講
堂

◆
参
加
人
数
：
４
５
０
名

（
た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た

場
合
に
は
抽
選
）

◆
参
加
費
：
無
料

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

総
合
司
会
：
茂
松
茂
人
副
会

長１
．
会
長
あ
い
さ
つ
：
松
本

吉
郎
会
長

２
．
基
調
講
演
「
日
本
の
経

済
・
社
会
を
持
続
可
能
に
す

る
社
会
保
障
制
度
」
（
清
家

篤
日
本
赤
十
字
社
社
長
）

３
．
講
演
「
未
来
を
つ
く
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

「
社
会
保
障
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

～
豊
か
な
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
～
」

◆
主
催
：
日
本
地
域
包
括
ケ

ア
学
会

◆
共
催
：
日
本
医
師
会

◆
テ
ー
マ
：
在
宅
療
養
か
ら

見
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
現
状
と
課
題

◆
日
時
：
12
月
21
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分

◆
開
催
方
法
：
会
場
〔
日
本

医
師
会
館
小
講
堂
（
定
員
：

50
名
）〕
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
オ
ン

ラ
イ
ン
（
定
員
：
１
０
０
０

名
）
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

◆
申
込
方
法
：
別
掲
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

※
た
だ
し
、
申
し
込
み
に
は

Peatix

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
締
切
：
12
月
16
日

（
火
）

◆
参
加
費
：
１
０
０
０
円

社
会
保
障
」
（
松
原
由
美
早

稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院

教
授
）

４
．
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
社

会
保
障
の
重
要
性
─
み
ん
な

で
支
え
る
、
み
ん
な
の
未
来
」

司
会
：
黒
瀨
巌
常
任
理
事

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
清
家
社

長
、
松
原
教
授
、
山
口
育
子

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
さ
え
あ

い
医
療
人
権
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｌ
理
事
長
、
ラ
ブ
リ
（
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
・
タ
レ

ン
ト
）

５
．
ご
あ
い
さ
つ
：

田
徹

副
会
長

◆
申
込
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
申

し
込
み
願
い
ま
す
。

当
選
者
の
発
表
は
聴
講
券

（
は
が
き
）
の
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す

◆
申
込
締
切
：
11
月
20
日

（
木
）
。
た
だ
し
、
定
員
（
３

０
０
名
）
に
な
り
次
第
締
切
。

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で

母
体
保
護
法
指
定
医
師
が
考

え
る
べ
き
こ
と
」

（
１
）
経
口
妊
娠
中
絶
薬
の

適
正
使
用
を
確
実
に
進
め
て

い
く
た
め
に
（
仮
題
）
（
石

谷
健
日
本
産
婦
人
科
医
会
常

務
理
事
／
医
療
法
人
社
団
こ

う
か
ん
会
日
本
鋼
管
病
院
婦

人
科
部
長
）

（
２
）
母
体
保
護
法
を
め
ぐ

医
療
の
仕
組
み
を
支
え
る
医

師
会
の
活
動
」
（
座
長
：
鈴

木
邦
彦
日
本
地
域
包
括
ケ
ア

学
会
事
務
局
長
／
日
本
在
宅

療
養
支
援
病
院
連
絡
協
議
会

長
）

講
演
（
池
端
幸
彦
福
井
県
医

師
会
長
）

講
演
（
川
越
正
平
松
戸
市
医

師
会
長
）

講
演
（
西
田
英
一
北
九
州
市

八
幡
医
師
会
長
）

講
演
（
野
津
原
昭
熊
本
市
医

師
会
在
宅
医
療
担
当
理
事
）

・
総
括
（
松
田
日
本
地
域
包

括
ケ
ア
学
会
副
理
事
長
）

・
閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー

※
本
大
会
は
日
本
医
師
会
生

涯
教
育
講
座
に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
参
加
証
を
希
望
さ

れ
る
方
は
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
」
で
当
日
視
聴
し
、

学
会
終
了
後
に
お
送
り
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
願
い

ま
す
。
学
会
当
日
に
視
聴
し

た
ロ
グ
の
確
認
を
い
た
し
ま

す
。
ロ
グ
の
確
認
が
で
き
な

い
場
合
は
恐
れ
入
り
ま
す

が
、
参
加
証
の
発
行
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
地

域
包
括
ケ
ア
学
会
運
営
事
務

局
（

０
２
９
５
─

53
─

２
１

７
０
）

（
11
月
初
旬
に
発
送
予
定
）
。

◆
申
込
締
切
：
10
月
28
日

（
火
）
午
後
11
時
59
分
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
社
会
保
障
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
」
事
務
局

03
─

６
５
５
５
─

７
６
２
０

受
付
時
間
：
午
前
10
時
～
午

後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

jma2025@info-event-

jimukyoku.jp

る
最
近
の
話
題
に
つ
い
て

（
濵
口
欣
也
日
本
医
師
会
常

任
理
事
）

（
３
）
母
子
保
健
行
政
の
最

近
の
動
向
（
仮
題
）
（
田
中

彰
子
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局

母
子
保
健
課
長
）

・
討
議

※
日
本
医
師
会
生
涯
教
育
制

度
２
単
位
、
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
の
単
位
２
単
位
、
日

本
産
婦
人
科
医
会
の
単
位
１

単
位
が
取
得
可
能
。

た
だ
し
、
遅
刻
や
途
中
退

席
さ
れ
た
場
合
、
単
位
取
得

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
健
康
医
療
第
二
課
〔

03
─

３
９
４
２
─

８
１
８
１

（
直
）
〕

◆
主
催
：
日
本
医
師
会
（
令

和
７
年
度
日
本
医
療
安
全
調

査
機
構
委
託
事
業
）

◆
開
催
形
式
及
び
日
程
等
：

（
１
）
会
場
で
の
受
講

日
時
：
12
月
７
日
（
日
）
午

後
０
時
30
分
～
６
時

場
所
：
日
本
医
師
会
館
小
講

堂（
２
）e-learning

に
よ
る

受
講
（
講
義
動
画
を
受
講
者

専
用
サ
イ
ト
に
て
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
）

受
講
期
間
：
12
月
中
旬
～
令

和
８
年
３
月
25
日
（
水
）
を

予
定

※
ど
ち
ら
か
一
つ
を
選
択
し

受
講
願
い
ま
す
。

な
お
、「（
１
）
会
場
で
の

受
講
」
を
お
申
し
込
み
の
場

合
に
は
、e-learning

の
視

聴
も
可
能
で
す
。

◆
申
込
締
切
：

（
１
）
会
場
で
の
受
講
：
11

月
28
日
（
金
）
午
後
11
時
59

分
ま
で
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

（
２
）e-learning

に
よ
る

受
講
：
令
和
８
年
３
月
19
日

（
木
）
午
後
11
時
59
分
ま
で

◆
対
象
者
：
医
療
機
関
の
管

理
者
、
実
務
者
も
し
く
は
こ

れ
に
準
ず
る
方

◆
定
員
：

（
１
）
会
場
で
の
受
講
：
１

０
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

（
２
）e-learning

に
よ
る

受
講
：
１
０
０
０
名
程
度

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・「
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る

に
当
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト

『
医
療
事
故
調
査
制
度
』
の

概
要
、
資
料
の
解
説
」
〔
木

村
壯
介
日
本
医
療
安
全
調
査

機
構
（
医
療
事
故
調
査
・
支

援
セ
ン
タ
ー
）
常
務
理
事
〕

・「
病
院
管
理
者
と
し
て
の

取
り
組
み
方
～
義
務
感
か
ら

権
利
へ
～
」
（
上
野
道
雄
日

本
医
師
会
医
療
安
全
対
策
委

員
会
副
委
員
長
／
福
岡
東
医

療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
）

・「
医
療
事
故
報
告
に
お
け

る
判
断
」
〔
山
口
徹
日
本
医

療
安
全
調
査
機
構
（
医
療
事

故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
）

顧
問
〕

・「
当
該
医
療
機
関
に
お
け

る
対
応
（
初
期
対
応
）」（
渡

邊
秀
臣
日
本
医
師
会
医
療
安

全
対
策
委
員
会
委
員
）

・「
当
該
医
療
機
関
に
お
け

る
対
応
（
関
係
者
へ
の
聞
き

取
り
）」（
宮
原
保
之
日
本
医

師
会
医
療
安
全
対
策
委
員
会

委
員
）

・「
報
告
書
の
作
成
」〔
宮
田

哲
郎
日
本
医
療
安
全
調
査
機

構
（
医
療
事
故
調
査
・
支
援

セ
ン
タ
ー
）
常
務
理
事
〕

・「
事
故
調
査
の
現
場
か
ら

～
実
務
者
が
直
面
す
る
葛
藤

と
そ
の
解
決
へ
向
け
て
」（
滝

田
純
子
日
本
医
師
会
医
療
安

全
対
策
委
員
会
委
員
）

・
総
合
質
疑
応
答

◆
受
講
料
：
１
５
０
０
円

（
税
込
）

※
「（
１
）
会
場
で
の
受
講
」、

「（
２
）e-learning

に
よ
る

受
講
」
共
に
同
額
と
な
り
ま

す
。

◆
受
講
証
明
：
全
て
の
講
義

を
受
講
完
了
し
た
受
講
者
に

対
し
、
「
受
講
証
明
書
」
を

発
行
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
医
療
安

全
・
死
因
究
明
」
の
コ
ー
ナ

ー
よ
り
、
申
し
込
み
願
い
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
医
事
法
・
医
療
安
全
課

03
─

３
９
４
２
─

６
５
０
６

（
直
）

（
手
数
料
・
税
込
）

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

・
基
調
講
演
「
在
宅
療
養
を

支
え
る
医
療
介
護
と
暮
ら
し

支
援
～
身
寄
り
無
し
者
急
増

を
踏
ま
え
て
～
」
（
田
中
滋

埼
玉
県
立
大
学
理
事
長
／
日

本
地
域
包
括
ケ
ア
学
会
理
事

長
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え

る
在
宅
療
養
の
担
い
手
」（
座

長
：
松
田
晋
哉
福
岡
国
際
福

祉
大
学
教
授
／
日
本
地
域
包

括
ケ
ア
学
会
副
理
事
長
）

講
演
（
斉
藤
正
身
日
本
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
施

設
協
会
長
）

講
演
（
高
橋
英
登
日
本
歯
科

医
師
会
長
）

講
演
（
織
田
正
道
日
本
在
宅

療
養
支
援
病
院
連
絡
協
議
会

理
事
）

講
演
（
平
原
優
美
日
本
訪
問

看
護
財
団
常
務
理
事
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
「
在
宅
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も
し
あ
な
た
が
ド
リ
ル
を

売
る
場
合
、
ど
う
や
っ
て
ド

リ
ル
を
勧
め
る
だ
ろ
う
？　

あ
な
た
は
ド
リ
ル
の
特
徴

を
説
明
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
よ
く
考
え
て
頂
き

た
い
。
ド
リ
ル
を
買
い
に
来

た
人
が
欲
し
い
の
は
ド
リ
ル

で
は
な
い
、
穴
を
開
け
た
い

か
ら
ド
リ
ル
を
買
い
に
来
た

の
で
あ
る
。
ド
リ
ル
の
説
明

が
メ
リ
ッ
ト
に
当
た
り
、
穴

を
開
け
る
方
策
を
考
え
る
の

が
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
を
私
達
は
日

常
的
に
経
験
し
て
い
る
。
医

療
機
関
に
薬
が
欲
し
い
と
言

っ
て
受
診
す
る
方
は
、
本
当

に
薬
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
実
は
薬
は
要
ら
ず
、
安

心
さ
せ
て
あ
げ
る
だ
け
で
も

良
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
逆

に
、
す
ぐ
に
入
院
し
て
治
療

が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
受
診
者
の
メ
リ

ッ
ト
を
考
え
る
と
、
薬
を
処

方
す
れ
ば
良
い
だ
け
で
あ
る

が
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
考
え

る
と
、
単
に
薬
を
処
方
す
る

だ
け
で
は
い
け
な
い
の
で
あ

る
。研

修
医
に
医
師
会
の
入
会

を
勧
め
た
時
、
メ
リ
ッ
ト
や

デ
メ
リ
ッ
ト
で
判
断
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
で

言
う
な
ら
、
会
費
も
無
料
な

の
だ
か
ら
研
修
医
が
医
師
会

に
入
会
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は

存
在
せ
ず
、
メ
リ
ッ
ト
し
か

な
い
。
し
か
し
、
研
修
医
に

は
医
師
会
に
入
会
す
る
こ
と

の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
伝
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

石
川
県
医
師
会
で
は
、
研

修
医
支
援
の
た
め
、
２
０
１

６
年
よ
り
研
修
医
合
同
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ウ
ェ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、
研
修

医
支
援
ワ
ー
キ
ン
グ
、
２
０

１
７
年
よ
り
研
修
医
学
会
を

行
っ
て
き
た
。

研
修
医
の
入
会
率
は
悪
く

な
い
が
、
研
修
３
年
目
か
ら

は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
退
会

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ま

だ
ま
だ
伝
え
き
れ
て
い
な
い

の
だ
ろ
う
。

今
後
と
も
医
師
会
に
入
っ

て
い
る
こ
と
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
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私
は
２
０
０
０
年
に
自
治

医
科
大
学
消
化
器
・
一
般
外

科
（
現
：
消
化
器
一
般
移
植

外
科
）
に
講
師
と
し
て
着
任

し
、
２
０
０
７
年
よ
り
教
授

職
を
拝
命
、
２
０
１
５
年
か

ら
２
０
２
２
年
ま
で
自
治
医

科
大
学
附
属
病
院
の
病
院
長

を
務
め
た
。

病
院
長
在
任
中
は
自
治
医

科
大
学
医
師
会
長
と
し
て
、

ま
た
栃
木
県
医
師
会
理
事
を

７
年
間
務
め
、
医
師
会
活
動

の
重
要
性
を
実
感
し
た
。

２
０
２
４
年
６
月
に
栃
木

県
医
師
会
常
任
理
事
に
選
任

し
て
頂
き
、
２
０
２
５
年
３

月
の
大
学
定
年
退
職
後
は
独

法
化
さ
れ
た
３
０
０
床
の
急

性
期
公
立
病
院
の
理
事
長
・

病
院
長
と
し
て
運
営
に
携
わ

る
と
と
も
に
、
栃
木
県
医
師

会
及
び
小
山
地
区
医
師
会
に

お
い
て
「
勤
務
医
の
働
き
方

改
革
・
処
遇
改
善
」
並
び
に

「
栃
木
県
に
医
師
（
特
に
外

科
医
）
を
増
や
す
」
こ
と
を

目
標
に
活
動
し
て
い
る
。

１
．
勤
務
医
か
ら
見
た
医

師
会
活
動
の
意
義

医
師
会
活
動
の
重
要
性
を

認
識
し
た
契
機
は
、
勤
務
医

の
働
き
方
改
革
・
処
遇
改
善

に
取
り
組
む
中
で
、
診
療
科

単
位
や
病
院
単
位
で
の
改
革

に
は
限
界
が
あ
る
と
痛
感
し

た
こ
と
で
あ
る
。

２
０
０
０
年
の
着
任
当
時

は
、
「
24
時
間
３
６
５
日
外

科
医
た
れ
」
と
い
う
思
想
の

下
、
外
科
医
の
過
重
労
働
が

深
刻
で
あ
っ
た
。
２
０
０
４

年
の
初
期
臨
床
研
修
制
度
導

入
に
よ
り
診
療
科
間
の
比
較

が
可
能
と
な
っ
た
結
果
、
外

科
、
特
に
消
化
器
外
科
志
望

者
が
急
減
し
た
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
べ

く
、
診
療
科
と
し
て
当
直
医

数
の
削
減
、
他
科
と
の
共
同

当
直
、
臓
器
別
病
棟
受
持
制
、

個
人
外
来
を
廃
し
た
臓
器
別

外
来
制
な
ど
を
導
入
し
、
診

療
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

病
院
長
就
任
後
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
る
中
、
最

も
力
を
注
い
だ
の
が
勤
務
医

の
働
き
方
改
革
で
あ
る
。

特
に
外
科
系
医
師
の
負
担

軽
減
は
診
療
の
持
続
可
能
性

に
直
結
す
る
と
考
え
、
各
科

当
直
制
を
廃
止
し
、
診
療
科

横
断
的
な
セ
ン
タ
ー
当
直
制

度
を
新
設
。
更
に
裁
量
労
働

制
や
週
４
日
・
１
日
10
時
間

の
変
形
労
働
制
の
導
入
な

ど
、
独
自
の
取
り
組
み
に
よ

り
医
療
の
質
を
維
持
し
つ
つ

効
率
化
を
推
進
し
た
。

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

は
１
１
３
２
床
を
有
し
、
47

診
療
科
を
標
榜
す
る
三
次
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、

と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ

ー
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
県
内
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図　医師現況調査による総医師数（左軸）と外科医師数（右軸）の変遷
（1994-2022 年）

偏
在
指
標
で
は
全
国
31
位
と

下
位
に
位
置
し
て
い
る
。

国
の
医
師
偏
在
対
策
で

は
、
下
位
３
分
の
１
の
都
道

府
県
が
基
準
値
に
達
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
基
準
ど
お
り
に
考
え
る
と

医
師
数
増
加
の
施
策
を
立
案

す
る
必
要
が
な
い
の
が
現
状

で
、
栃
木
県
と
し
て
こ
の
課

題
に
十
分
に
対
処
し
て
い
な

い
と
感
じ
て
い
る
。

医
師
数
は
提
供
で
き
る
医

療
の
根
幹
で
あ
り
、
県
を
挙

げ
て
こ
の
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
急
務
で
あ

る
。一

つ
の
方
策
は
、
県
内
の

大
学
病
院
（
獨
協
医
科
大
学

病
院
、
自
治
医
科
大
学
附
属

病
院
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

病
院
）
が
医
師
を
集
め
て
地

域
に
派
遣
す
る「
医
局
機
能
」

の
復
活
・
強
化
で
あ
る
。

従
来
の
医
局
制
度
は
大
学

医
局
の
事
情
の
み
で
人
事
が

決
定
さ
れ
る
弊
害
も
指
摘
さ

れ
、
新
臨
床
研
修
制
度
導
入

後
に
衰
退
し
た
。
し
か
し
、

代
替
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
地
域
枠
医
師
は
、
行
政
に

よ
る
配
置
が
義
務
年
限
の
若

年
期
に
限
ら
れ
、
十
分
に
機

能
し
て
い
な
い
。

医
師
数
増
加
を
図
る
た
め

に
は
、
医
師
会
が
主
導
し
、

大
学
病
院
と
県
行
政
が
協
力

し
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
医
師
が

魅
力
を
感
じ
る
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
を
提
示
す
る
新
た
な
「
医

局
機
能
」
を
構
築
し
、
地
域

へ
の
医
師
定
着
を
図
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

従
来
、
医
師
会
は
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
先
生
方
が
主
体
で
あ

り
、
大
学
病
院
や
急
性
期
病

院
の
関
与
は
限
定
的
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
物
価
上
昇
や

人
件
費
高
騰
に
よ
り
病
院
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
経
営
が
困
難

を
極
め
る
現
状
で
は
、
全
て

の
医
療
機
関
が
一
致
団
結
し

て
医
療
を
守
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

特
に
医
師
少
数
県
で
は
地

域
医
療
の
維
持
が
喫
緊
の
課

題
で
、
勤
務
医
、
特
に
大
学

病
院
勤
務
医
が
積
極
的
に
医

師
会
活
動
に
参
画
す
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

大
分
県
で
は
大
学
・
県
行

政
・
医
師
会
が
協
働
し
、
寄

附
講
座
の
設
置
な
ど
斬
新
な

取
り
組
み
に
よ
る
医
師
確
保

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞

く
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
栃

木
県
で
も
展
開
す
る
こ
と
を

目
指
す
と
と
も
に
、
全
国
に

広
が
る
こ
と
で
日
本
の
地
域

医
療
が
活
性
化
す
る
こ
と
を

強
く
期
待
し
て
い
る
。

る
と
痛
感
し
た
。

特
に
、
夜
間
・
休
日
の
救

急
医
療
の
効
率
化
は
、
医
師

の
過
重
労
働
解
消
に
不
可
欠

で
あ
り
、
医
師
会
と
県
行
政

の
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。

大
学
病
院
、
急
性
期
病
院
、

回
復
・
慢
性
期
病
院
、
地
域

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
連
携
し
、

効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
を

構
築
す
る
に
は
、
県
医
師
会

や
郡
市
医
師
会
の
主
導
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

に
約
１
５
０
名
の
常
勤
医
を

派
遣
す
る
基
幹
病
院
で
も
あ

る
。こ

の
よ
う
な
規
模
の
病
院

で
あ
っ
て
も
、
単
独
で
の
改

革
に
は
限
界
が
あ
り
、
地
域

医
療
構
想
の
中
で
「
機
能
分

担
と
連
携
」
を
高
次
の
レ
ベ

ル
で
議
論
し
な
け
れ
ば
解
決

で
き
な
い
課
題
が
数
多
く
あ

２
．
栃
木
県
に
医
師
を
増

や
す
た
め
に

も
う
一
つ
の
重
要
課
題

は
、
２
０
４
０
年
を
見
据
え

た
医
師
数
の
確
保
で
あ
る
。

宇
都
宮
市
や
小
山
市
な
ど

都
市
部
で
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
数

も
多
く
、
夜
間
・
休
日
診
療

所
を
医
師
会
が
運
営
し
て
い

る
が
、
高
齢
化
が
進
む
人
口

減
少
地
域
で
は
、
一
次
救
急

医
療
の
担
い
手
不
足
が
極
め

て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。栃

木
県
は
人
口
10
万
人
当

た
り
の
医
師
数
が
全
国
平
均

よ
り
約
20
人
少
な
く
、
医
師

大学病院・
 急性期病院勤務医師からみた
               医師会活動の重要性
地方独立行政法人新小山市民病院理事長・病院長／
 栃木県医師会常任理事／小山地区医師会理事
                                               佐田尚宏
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